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ニュ ディ ノレ期における政府金融機関の活動・青木圭介 139 









「ドノレ V 冨ヅクJ r日本列島改造」から「石油危機」じいたって， 70年代













































1) レー エゾ「帝国主義」宇高基軌乳岩波土庫版， 45へ一九
み‘














































「公債発行とイソプレーショ Y一公債弁護論批判 J (経済No.22 1966年〉
「イ Y フν シー事 γの論点J (経済論叢第97巻第5号 1966年)(Bl 
「貨幣恐慌とイソフ ν シー冨 γJ (経済論叢第100巻第2号 1967年)(Cl 







4) [B] 2ペー ジ.










がはっきりとみられた。 Iオーパーロー γ.イyフレJ Iディマ Y ド・プル・
































































































































110 (110) 第 113巻第1号
的なものとする。すなわち，まだ商品の供給を完了しないのに，すなわち W-












れ，むしろ W-Gによって補完されることによって7 イノレドとなるイ γフレ









10) 同> 108ベ .:/0
11) 同， 112ベジ。
12) 同. 100ベ←九
13) 川合「いわゆるマイルγインフレ ションについてJ(同「信用制度とインフレー ショ γ」く有
要閣， 1966年〉 第 6J季入






































異は生れない。 もし W σIが実現せず， iW-Gの論理的本質的先行性」
がいわばパラドクシカノレに自己を主張するならば， G-Wの先行という仮象
はくずれきり， G (貨幣資本〕も Wc現実資本〉も過剰資本としてその価値を破










17) 本師のここ支で申論旨と叙遣は拙稿「信用インフν ジーョンは存在するか JI合説と磯村説の
検討JCi国学院経済学J第17巻4号.1969年〉と一部重複している.その後信用膨張とインフ ν
シーョ γの関係争論評Lよ弓とする次の二つの曹作に接した.
1.高回大久吉「銀行信用とオー バー ロー ンJ(i経演J106， 1973年)，
2.山田再吉点「現代イ γフV ジーョ γと恐崎JCi国学院経済学」第21巻1号.， 1973年〉
高田論文は銀行信用を「資本0貸付」と「貨幣m貸付」に区別し，不換制下町「資本の貸付」に
よるオ ハ ロー ゾがイ γフνをひきおこすことを論証しようとしているの民たいし，山田論文
は不況期目韓請融資，むしろ「貨幣の貸付」の側からこの間題に接近している.両者ともその論
旨には寄成しがたいが批判は別の機会にゆずりたい.



















をゆがめる制度〔管理通貨問ゆをともなわざるをえないし，またイ γ プレーシ a
yをひきおこさぎるをえなしつ〈【Aコ96へ と/)という視点を失うならば， イン




18) 高須賀前掲書，第l鯖第 1章と第2篇第 4章。
19) 飯田繁「新bしいインフレー ションの論理講造J(，インフン ジョンの理論」日本評論社一
1967.年，第1部第1章， 1の11)，岡橋保，<生産論的〉く構造論的〉インプレー ジョン論の問圏
点J(，国学院経済学」第17:巻4号， 19田年L
20) 高須賀義博「再生産表式分析J(新富論払 1968年)27，ι8へ え








「貨幣恐慌としてのイ Yプレー シzl.YJ町の本質が，戦時・戦後の「超イ Yフ
レーショ YJの中で明瞭にあらわれると eを指適される。そして，論文 [AJ
で示された. 1)救済イ Yフレ 2)軍事イ Yフレ 3) コストイ Yフレ とい
う三つの形態を統一的に把握する「独占資本による価値法則の作用の阻止」と
いう視点から，論文 [CJではさらに進んで第一次大戦後のドイツ・インフレ








もっ ζよみがえっ ζ〈る自己ある。 i政府は 方においては日本銀行券を濫発








22) T. Bresc出 H Tーuroni，The Econo7nics of lnfiation， 1937，邦訳，東京銀行集会所「独逸イ
ンフレー シ zンの解剖」































L l fト、 / 自己資本
(:ji.llA五白壁;)--- ------ー ー ¥¥充実政策 ./' 一 ; 
L一一一一ー 一一一一一一二でどでで士てこー 一一ー ーー ーー 一ー一 よ
(産業基盤の強化)
①オー パー ロー ン②買オベレ シヨン ③金融債引受
④コー ルロー ン ⑤オー パ ボロウイング(系列高値資)
⑥株式・社債発行⑦政府保証債引受 (き酒債地方債引受
理DH~資等⑮財政投融資(長期僻リ)





































25) 為替インフレについてはd野朝男「国際通貨制度JCダイヤモγγ社， 196:目白 136-7ヘ ヅ審
照.
26) 鶴田満彦氏の説明はこの点が不明確である。 同「現代日本怪済論J(青木書眉， 1973年〕第7
章参J!(l.



















バーセ y トにまで増大した社会的経費によって相殺されてしまうの Eある。」
とそり政治経済的背景を説明されるがベ クインズ主義やアイスノJノレ・ポリシ
ー論は，本来この慢性的な亦宇財政にたu、する介護論なのであり，それを「不
況になれば赤字財政が必要だ」と，原因と結果をすりかえて表現Lているイデ
オロギーであることに注意する必要がある。
27) 林栄央「財百詰J(筑摩書房〈経?件学今集>18.1968年)28-29ヘ ジー
